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Triosorb　resine　uptakeカ・らTBCがまた（1），（2）式よ

りPBI値の期待値が算出されえた．かくして，印状腺

1311摂取率とTriosorb　resin　uptakeを測定すれば，種々

の優れた川状腺機能の指標の算出がfiJ能となった．

68．　産婦人科領域における

　　Triosorb　Testの応用

岩井正二，福田　透

○清水　働，古田孝文
（信州大学・産婦人科）

　甲状腺機能検査法には現在まで多数の方法があるが，

最近さらに1311標識triiodothyronine　resin　spongeによ

る検査法が発表され各方面より注目されつつある．本法

はとくに放射性ヨー度を被検者に直接投与しないで実施

できる点に大きな利点を有し，妊婦などが対象となりえ

るわが領域では真に好都合な検査法であるが，われわれ

も信大産婦人科に入院あるいは来院せる各種患者，184

名（妊婦93例，切迫流早産例20例，不妊症20例等々）に

つき本法を試行したので，現在までの成績につき報告す

る．

　すなわち妊婦では一般に妊娠3ヵ月後では対照に比し

低値をとるものが多いが妊娠月数とはとくに関連性はな

く，巾毒症例では正常例に比し低値を示す例の多いこと

を認めた，切迫流早産例における本検査の応用価値に関

して今後さらに慎重なる検討を要するものと考えられた

他，不妊症例ではとくに対照と著差が認められなかった

ことなども興味深いことと思われた．

　今日までのわれわれのTriosorbに関する成績はほぼ

従来の本検査成績と同様の成績であることを認めた．し

かしながらその成績判定にはきわめて慎重なる態度と，

今後の産婦人科学的検討とが必要と考えられた．これら

の面をよく理解して本法を実施するならば，従来の赤血

球法に比し一段と確実，かつ検査方法も簡便であり，今

後わが領域においてもさわめて応川価値ある検査法の1

つと考えられ，今後さらに各種検査法との関連性などに

つき検討を行ないたい．

＊

69．　　1311－triiodothyronine　resin

　　sponge　uptakeによる

　甲状腺疾患の診断（第2報）

木下文雄，荒井寿朗，占浜英世
　　　　（都立大久保病院）

　1311－T3　resin　sponge　uptakeによる甲状腺疾患の診断

をTriosorb　diagnostic　kitを川い，500検体以．Hについ

て行ない次のごとき成績をえた．

　1）検査成績は［E常者男28例，26．3～41．　7％（32．3％）

女88例，21．1～44．7％（30．　6％），甲状腺機能冗進症86例，

37．8～68．5％（54．1％），甲状腺機能低下症12例，17．0

～25．1％（21．9％），び慢性rl－1状腺腫37例，22．　3～37．4

％（28．9％），結節性1［1状腺腫42例，22．1～39．7％（31．2

％），悪性甲状腺腫3例，27．8～33．7％（30．8％），亜急

性甲状腺炎2例，23．6～30．8％（27．2％），慢性甲状腺炎

16例，20．　9～41．1％（27．　6％），1｜1状腺腫炎2例，28．6～

30．　7％o（29．6％）であった．

　2）1311－T3　resin　sponge　uptakeのll三常値を25～40％

とすると，正常者106例の山25～40％の範囲のもの93例

（症例の88％），25％以下10例（9％），40％以上3例（3

％），甲状腺機能九進症86例では40％以上84例（98％），

他の2例はそれぞれ37．8％，38．0％，甲状腺機能低ド症

12例では25％以下11例（92％）で，他の1例は25．1％，

び慢性甲状腺腫37例では25～40％，26例（70％），25％

以ド10例（27％），40％以上1例（3％），結節性甲状腺腫

42例では25～4060　39例（93％），25％以ド2例（5％），

40％以ヒ1例（2％），慢性甲状腺炎16例では25～40％10

例（63％），25％以下5例（31％），40％以上1例（6％）

であった．

　3）1311甲状腺摂取率および基礎代謝率との比較をした

が，13il－T3　resin　sponge　uptakeは両検査に比し，冗進

症．正常者，低下症において重なり合いが少なく，幾つ

かの点において両検査に優っていた．

　4）1311にて治療し，治癒した川状腺機能冗進症におけ

る本成績は，88例中75例（85％）が25～40％で，10％以ド

10例（12％），40％以hは3例に過ぎなかったのに対し，

1311甲状腺摂取率は治癒後なお40％以ヒが74例中31例

（42％）もあり，B．M．Rは88例中16例（18％）が15％以

一ヒであった．

　5）血清を保存するのに凍結保存と4°C保存とで2週間

後に多数例について1311－T3　resin　sponge　uptakeを比較

したが，有意の差を認めなかった．

　6）なおその他興味ある数症例について，13il－T3　resin

sponge　uptakeを検討した．

Presented by Medical*Online


	0048



